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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演出の段階が複数段階に設定された特定演出を実行可能な遊技機であって、
　前記特定演出は、
ある段階の演出中に、複数の予告画像が表示され、その後前記ある段階の演出から次段階
の演出に進行したとき、当該次段階の演出中に表示される複数の予告画像の組み合わせが
前記ある段階の演出中に表示された複数の予告画像の組み合わせと異なるものとなるよう
に構成され、
前記複数の予告画像には、進行示唆画像と移行演出内容示唆画像が含まれ、当該進行示唆
画像が所定の態様で表示された場合には次段階の演出に進行する一方、移行演出内容示唆
画像が所定の態様で表示された場合には次段階の演出に進行することなく示唆された演出
が実行されることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ステップアップ演出が実行可能な遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば下記特許文献１等に記載されるように、複数段階に設定された演出が進行すれば
するほど、当否判定結果が当たりとなる蓋然性が高まるいわゆるステップアップ演出が搭
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載された遊技機が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－３６６８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載のステップアップ演出等、従来のステップアップ演出は、演出が
進行（ステップアップ）するかどうかは図柄が特定の態様（演出が継続する所定の図柄の
組み合わせ等）で停止（仮停止）するかで決まるものが多く、遊技者は図柄の停止態様に
注目してしまう。つまり、ステップアップ演出自体の趣向性が高いものとは言えない。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、趣向性の高いステップアップ演出が実行可能な遊技
機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するためになされた本発明にかかる遊技機は、演出の段階が複数段階に
設定された特定演出を実行可能な遊技機であって、前記特定演出は、ある段階の演出中に
、複数の予告画像が表示され、その後前記ある段階の演出から次段階の演出に進行したと
き、当該次段階の演出中に表示される複数の予告画像の組み合わせが前記ある段階の演出
中に表示された複数の予告画像の組み合わせと異なるものとなるように構成され、前記複
数の予告画像には、進行示唆画像と移行演出内容示唆画像が含まれ、当該進行示唆画像が
所定の態様で表示された場合には次段階の演出に進行する一方、移行演出内容示唆画像が
所定の態様で表示された場合には次段階の演出に進行することなく示唆された演出が実行
されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に記載の発明のように、次段階の演出に進行したとき、当該次段階の演出中に
表示される複数の予告画像の組み合わせがある段階（前段階）の演出中に変動表示された
複数の予告画像の組み合わせと異なるものとなるようにすれば、演出が進行したことに対
する期待だけでなく、予告画像の種類の変化にも期待がもてる演出とすることが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態にかかる遊技機の正面図である。
【図２】ステップアップする対象であるストーリー（エピソード）を説明するための図で
ある。
【図３】「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」予告画像を説明するため
の図である。
【図４】「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」予告画像を説明
するための図である。
【図５】ステップアップ演出の一例を説明するための図である。
【図６】ステップアップ演出の一例を説明するための図（図５の続き）である。
【図７】変動表示される複数の予告画像のうち、「ステップアップ演出の今後の進行の程
度を示唆する」予告画像が停止しそうになる態様を説明するための図である。
【図８】変動表示される複数の予告画像の変動方向（スクロール方向）を説明するための
図である。
【図９】ある段階（Ｙ段階）の演出中に表示されていた予告画像から変化して次段階（Ｙ
＋１段階）の演出において異なるものとなった予告画像のうちの少なくとも一つが、当否
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判定結果が大当たりとなる蓋然性が高まるものとなる演出の一例を説明するための図であ
る。
【図１０】ある段階（Ｙ段階）の演出中に表示されていた予告画像から変化して次段階（
Ｙ＋１段階）の演出において異なるものとなった予告画像の全部が、当否判定結果が大当
たりとなる蓋然性が高まるものとなる演出の一例を説明するための図である。
【図１１】ある段階（Ｙ段階）の演出中に表示されていた予告画像から変化して次段階（
Ｙ＋１段階）の演出において異なるものとなった予告画像のうちの少なくとも一つが、「
ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」ものに変化し、当否判定結果が大当
たりとなる蓋然性が高まるものとなる演出一例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態にかかる遊技機１について図面を参照して詳細に説明する。
なお、以下の説明における平面方向とは遊技盤９０の平面方向に沿う（平行な）方向を、
前後方向とは遊技盤９０の平面方向に直交する方向（遊技者側を前、その反対側を後とす
る）を、左右・上下方向とは、遊技盤９０を正面から見たときにおける方向をいうものと
する。
【００１９】
　まず、図１を参照して遊技機１の全体構成について簡単に説明する。遊技機１は遊技盤
９０を備える。遊技盤９０は、ほぼ正方形の合板により成形されており、発射装置の操作
によって発射された遊技球を遊技領域９０２に案内する金属製の薄板からなる帯状のガイ
ドレール９０３が略円弧形状となるように設けられている。
【００２０】
　遊技領域９０２には、第一始動入賞口９０４、第二始動入賞口９０５、大入賞口９０６
、アウト口９０７などが設けられている。遊技盤９０に形成された開口９０１を通じて表
示画面が視認可能である表示装置１０は、例えば液晶表示装置が用いられる。本実施形態
では、表示装置１０を用いて当否判定結果の報知や、種々の演出が実行される。当該演出
の一つとして、詳細を後述するステップアップ演出が実行される。
【００２１】
　また、遊技領域９０２には、流下する遊技球が衝突することにより遊技球の流下態様に
変化を与える障害物としての遊技釘が複数設けられている。遊技領域９０２を流下する遊
技球は、遊技釘に衝突したときの条件に応じて様々な態様に変化する。
【００２２】
　このような遊技機１では、図示されない発射装置を操作することにより遊技領域９０２
に向けて遊技球を発射する。遊技領域９０２を流下する遊技球が、始動入賞口９０４、９
０５や大入賞口９０６等の入賞口に入賞すると、所定の数の賞球が払出装置により払い出
される。遊技球が始動入賞口９０４、９０５に入賞したときに、当否判定手段によって大
当たりとなるか否かの抽選がなされる。その他、大当たりの抽選方法や以下で説明するス
テップアップ演出以外の演出等は、公知の遊技機と同様のものが適用できるため、説明は
省略する。
【００２３】
　以下、表示装置１０を用いて実行されるステップアップ演出について説明する。なお、
以下で説明するステップアップ演出を実行することが可能なものであれば、その演出を制
御するものの構造（演出（表示装置１０）を制御する基板の構造や種類等）や、演出の決
定（抽選）方法等はどのようなものであってもよいため、かかる点についての説明は省略
する（公知の「当否判定結果に基づく演出決定手法」が適用できる）。
【００２４】
　ステップアップ演出は、当否判定手段による大当たりの当否判定結果を示唆する演出で
ある。具体的には、複数段階に設定された演出がどの段階まで進行するか、すなわち「演
出の進行の程度」により、遊技者に対し当否判定結果を示唆する（いわゆる大当たり期待
度を示す）ものである。
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【００２５】
・ステップアップ演出の構成
　本実施形態では、ステップアップする対象として、一または複数種のストーリー（動画
）が設定されている。かかるストーリーが複数段階に区切られており、どの段階まで進行
するかによって、当否判定結果が大当たりとなる蓋然性が異なる。図２に示すように、本
実施形態では、各種ストーリーは四段階（エピソード１～４）に区切られている。そして
、本実施形態では、演出が第一段階まで進行したとき（ステップアップしなかったとき）
は大当たりとなる確率（トータルの大当たり期待度）が１０％、第二段階まで進行したと
きは大当たりとなる確率が２０％、第三段階まで進行したときは大当たりとなる確率が５
０％、第四段階（最終段階）まで進行したときは大当たりとなる確率が７５％となるよう
に、演出が進行すればするほど、大当たりとなる確率が高まるように設定される。ただし
、これはあくまで例示である。例えば、演出が第一段階まで進行したとき（ステップアッ
プしなかったとき）に大当たりとなる確率が、第二段階まで進行したときに大当たりとな
る確率よりも高くなるようにしてもよい。つまり、必ずしも、演出が進行すればするほど
、大当たりとなる蓋然性が高くなるように設定しなくてもよい。また、例えば、演出が最
終段階まで進行したときには大当たりとなる確率が１００％となるように設定してもよい
。
【００２６】
　このように演出が段階的に進行していくステップアップ演出において、各段階の演出が
実行されている、すなわち各段階の動画が表示装置１０の表示画面に表示されているとき
、その動画に重なるようにして複数の予告画像２０が表示される。各予告画像２０には、
その後の演出の進行を示唆する表示がなされる。後述するように、表示される複数の予告
画像２０の種類によって、大当たり期待度がその都度変化することとなるが、ステップア
ップ演出がどの段階まで進行したかによって示唆される上記各段階の大当たり期待度は、
平均値が上記のようになるように設定されている。本実施形態では、予告画像２０として
表示される画像として、大きく分けて二種類の画像を含む。一種類は「ステップアップ演
出の今後の進行の程度を示唆する」ものであり、もう一種類は「ステップアップ演出終了
後に移行する演出の内容を示唆する」ものである。
【００２７】
　「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」画像（進行程度示唆画像）は、
発生したステップアップ演出の進行に関する内容を表示したものである。図３に示すよう
に、本実施形態では、「ＮＥＸＴ」と「ＮＥＸＴ＋」という画像が表示される可能性があ
る。後述するように「ＮＥＸＴ」は、次段階の演出に進行する（少なくとも一段階ステッ
プアップする）ことを示すものであり、「ＮＥＸＴ＋」は次々段階の演出に進行する（少
なくとも二段階ステップアップする）ことを示すものである。なお、三段階ステップアッ
プすることを示す画像が表示される可能性があってもよい。つまり、次段階の演出に進行
することを示す画像以外に、二段階先以降の演出に進行することを示すものが設定されて
いればよい。
【００２８】
　「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」画像（移行演出内容示
唆画像）は、発生したステップアップ演出の終了後に実行される演出の内容を表示したも
のである。具体的には、ステップアップ演出終了後に発展する、いわゆるスーパーリーチ
演出の内容を示すものである。当該表示は、スーパーリーチ演出を直接的に示すものであ
ってもよいし、間接的に示す（暗示する）ものであってもよい。スーパーリーチ演出はど
のような内容のものであってもよい。一般的なスーパーリーチ演出は、一連のストーリー
性を有する動画が表示され、当該動画の結末が大当たりである場合とはずれである場合と
で異なるものである。
【００２９】
　かかるスーパーリーチ演出として複数種類の演出が設定されている。図４に示すように
、本実施形態では、第一群に属する複数のスーパーリーチ演出（リーチＡＸ；本実施形態
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ではリーチＡ１～Ａ４の四種類）と、第二群に属する複数のスーパーリーチ演出（リーチ
ＢＸ；本実施形態ではリーチＢ１～Ｂ４の四種類）と、第三群に属する複数のスーパーリ
ーチ演出（リーチＣＸ；本実施形態ではリーチＣ１～Ｃ４の四種類）が設定されている。
大当たりとなる確率（いわゆる大当たり期待度）は、第一群、第二群、第三群の順に高く
なる。そのため、逆に第一群よりも第三群の方が選択率は低くなるように制御されている
。遊技者は、第三群に属するスーパーリーチ演出が実行されたときに最も大当たりを期待
することとなる。それぞれの群に属する各スーパーリーチ演出の大当たりとなる確率は異
なっていてもよいし、同じであってもよい。また、スーパーリーチ演出それぞれが複数種
の態様を含むものであってもよい（例えばスーパーリーチ演出Ａ１が、大当たり確率の異
なる複数種の態様を含むものであってもよい）。
【００３０】
　このような複数の予告画像２０は、ある段階のステップアップ演出が実行されていると
きにおいて枠画像３０（詳細は後述）内で変動表示される。本実施形態では、四種の予告
画像２０が変動表示されることとなる。また、本実施形態では、各段階のステップアップ
演出において、必ず複数の予告画像２０の変動表示がなされるように設定されているが、
このような変動表示が発生しないことがあるように設定されていてもよい。変動表示の態
様の詳細については後述する。
【００３１】
　また、複数の予告画像２０には、「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する
」もの、「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」もの以外の種類
が含まれていてもよい。例えば、当該当否判定結果が大当たりとなる蓋然性を示唆するも
の（例えば、「チャンス」「激熱」「確定」といった文字）が表示されることがあっても
よい。
【００３２】
　また、複数の予告画像２０は、「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」
もの、「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」ものの少なくとも
いずれかを含むものであればよい。例えば、複数の予告画像２０の全部が「ステップアッ
プ演出の今後の進行の程度を示唆する」ものであってもよいし、複数の予告画像２０の全
部が「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」ものであってもよい
。
【００３３】
・ステップアップ演出の流れ
　ステップアップ演出がどのように進行していくかについて、一部上記説明と重複するが
、以下具体的な演出例（図５および図６）を用いて詳細に説明する。
【００３４】
　本実施形態にかかる遊技機１では、最終的な当否判定結果は、識別図柄４０（例えば数
字の図柄）の組み合わせによって報知される。スーパーリーチ演出等を経由して、識別図
柄４０が所定の組み合わせで停止した場合（例えばすべてが同じ図柄で停止した場合）に
大当たりとなり、それ以外ははずれとなる。
【００３５】
　ある当否判定結果を報知するに際し、ステップアップ演出を実行することが決定された
場合には、識別図柄４０が変動を開始した後、第一段階の演出（エピソード１の動画の表
示）が実行される（図５（ａ）（ｂ）参照）。なお、その際も識別図柄４０の変動が継続
していることが表示される。
【００３６】
　第一段階の演出が実行されている際、識別図柄４０の変動は継続しつつ複数の予告画像
２０が変動表示される。具体的には、識別図柄４０の変動表示中に所定の大きさの枠画像
３０が表示され、当該枠画像３０内において複数の予告画像２０が横方向に沿ってスクロ
ールするようにして変動表示される（図５（ｃ）参照）。この変動表示は、第一段階の演
出（エピソード１の動画）に重なるようになされる。当該変動スピードは、第一段階の演
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出中に遊技者が全ての予告画像２０を順次視認することができるように設定される。本実
施形態では、四つの予告画像２０が変動表示される。そして次段階に進む場合、複数の予
告画像２０は、枠画像３０とともに一体的に上下方向に沿って移動する。つまり、複数の
予告画像２０は、枠画像３０の移動に伴って変動する方向と異なる方向に一体的に移動す
る。本実施形態では、複数の予告画像２０を変動表示しながら一体となって表示装置１０
の表示画面を上から下に向かって移動するように表示される（図５（ｃ）～（ｅ）参照）
。
【００３７】
　このように、複数の予告画像２０は次段階に進む場合、横方向に沿ってスクロールする
ように変動しながら、一体となって下方向に沿って移動する。ここで、本実施形態では、
変動表示される複数の予告画像２０のいずれもが停止しなかった場合（予告画像２０が確
定停止しなかった場合）、ステップアップ演出におけるある段階の演出が、次段階の演出
に進行するように構成されている（図５（ｅ）（ｄ）参照）。いずれの予告画像２０も停
止しない場合、複数の予告画像２０が一体となって移動し、表示装置１０の表示画面を横
断するように表示される。つまり、本実施形態では、複数の予告画像２０は、横方向に変
動しながら一体となって表示画面の上側縁から下側縁に向かって移動する（表示画面を上
から下に横断する）。一体となって移動する予告画像２０が表示画面を横断する前の所定
のタイミングおいて、複数の予告画像２０の変動（スクロール）の態様は、当該複数の予
告画像２０のうちのいずれかが停止しそうな態様となる（図５（ｄ）参照）。つまり、一
体となって移動する予告画像２０が表示画面を横断する前の所定のタイミングにおいて、
複数の予告画像２０の変動のスピードを低下させることで、いずれかの予告画像２０で停
止させる場合はそのまま停止し、次段階に進む場合であってもいずれかの予告画像２０が
停止するのではないかという印象を遊技者に与える。
【００３８】
　ここで、本実施形態では、変動する複数の予告画像２０に、上述した「ＮＥＸＴ」や「
ＮＥＸＴ＋」といった「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」ものが多く
含まれていればいるほど、次段階の演出に進行する蓋然性（確率）が高まるように設定さ
れている。つまり、本実施形態では、変動表示される複数の予告画像２０のいずれもがあ
る段階の演出で停止しなかった場合に次段階の演出に進行するように設定されているとこ
ろ、変動表示される複数の予告画像２０に含まれる「ステップアップ演出の今後の進行の
程度を示唆する」ものの数によって、その期待度を示唆する構成である。
【００３９】
　そして、本実施形態では、一体となって移動する予告画像２０が表示画面を横断する前
の所定のタイミングにおいて、複数の予告画像２０の変動（スクロール）の速度が低下し
、いずれかの予告画像２０が停止（確定表示）しそうになる。図７に示すように、この停
止しそうになる画像が「ＮＥＸＴ」である場合（図７（ｂ）参照）には、次段階の演出に
進行することが確定するように（すなわち、いずれの予告画像２０も停止せずに、一体と
なって移動する予告画像２０が表示画面を横断する）設定される。例えば、第一段階の演
出（エピソード１）で「ＮＥＸＴ」が停止しそうになれば第二段階の演出（エピソード２
）に進行する。一方、停止しそうになる画像が「ＮＥＸＴ＋」である場合（図７（ｂ）に
示した画像「ＮＥＸＴ」が「ＮＥＸＴ＋」である場合）には、次段階の演出に進行した後
さらに次段階の演出に進行することが確定するように設定される。例えば、第一段階の演
出（エピソード１）で「ＮＥＸＴ＋」が停止しそうになれば第三段階の演出（エピソード
３）まで進行することが確定する。このように、本実施形態では、複数の予告画像２０の
うちいずれの予告画像２０も停止しなかった場合に次段階の演出に進行することとしてい
るところ、停止しそうな予告画像２０の種類によって次段階の演出に進行するか否か、さ
らに次段階の演出に進行するかどうかを示唆する構成としている。なお、停止しそうな予
告画像２０が、「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」ものでない場合、
例えば「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」ものである場合で
あっても、いずれの予告画像２０も停止しなければ、次段階の演出に進行することとなる
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。
【００４０】
　また、本実施形態では、複数の予告画像２０が変動表示される向き（スクロールの方向
）も、次段階の演出に進行するか否かを示唆する対象として設定されている。例えば、図
８（ａ）に示すように所定の方向（例えば左方向）に向かってスクロールするように変動
表示される場合の方が、図８（ｂ）に示すように所定の方向の反対方向（例えば右方向）
に向かってスクロールするように変動表示される場合よりも発生率（実行割合）が高く設
定され、所定の方向の反対方向に向かってスクロールする変動表示が発生した場合よりも
、所定の方向に向かってスクロールする変動表示が発生した場合の方が、次段階の演出に
進行する蓋然性（次段階の演出に進行する期待度）が高く設定される。つまり、発生頻度
が低い方の変動表示が発生した場合の方が、発生頻度が高い方の変動表示が発生した場合
よりも次段階の演出に進行する蓋然性が高い。発生頻度が低い方の変動表示が発生した場
合に、次段階の演出に進行することが確定する設定としてもよい。
【００４１】
　上述したように、本実施形態では、演出の段階は進行すればするほど大当たりとなる蓋
然性が高まる。したがって、本実施形態においては、所定の方向の反対方向に向かってス
クロールする変動表示（発生頻度が相対的に低い変動表示）が発生した場合に次段階の演
出に進行する蓋然性が高いということは、当該変動表示が発生した場合の方向が、所定の
方向に向かってスクロールする変動表示（発生頻度が相対的に高い変動表示）が発生した
場合よりも大当たりとなる蓋然性が高まるということであるともいえる。
【００４２】
　第一段階の演出において、変動する複数の予告画像２０がいずれかの予告画像２０で停
止した場合には、変動中の識別図柄４０もリーチ組合せ（ぞろ目の１つ前の状態）となり
、その予告画像２０が示す内容の演出に進行する。なお、第一段階の演出から必ず第二段
階の演出以上にステップアップするように構成した場合は、第一段階の演出において表示
される予告画像２０に「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」予
告画像２０を表示しない、あるいは表示しても停止しないように制御する。本実施形態で
は、「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」予告画像２０やその他の予告
画像２０が停止することはなく、「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示
唆する」予告画像２０が停止する。「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を
示唆する」予告画像２０が停止した場合には、当該画像が示すリーチ演出に移行する。な
お、当該画像が示すリーチ演出に移行しない場合が生じうるようにして（矛盾が生じうる
ようにして）、その場合には大当たりであることが確定するような設定としてもよい。な
お、予告画像２０に「チャンス」「激熱」「確定」といったその他の予告画像２０が表示
された場合も、次段階に発展し表示された内容に応じた当該変動の期待度の演出に移行す
ることとなる。また、以下で説明するように、本実施形態ではこれらの予告画像２０が第
一段階の演出で表示され、これらのうちいずれかが停止しそうになってから次段階の演出
に進行した場合に、次段階の演出以降で選択される予告画像２０への期待感を向上させる
ように制御されている。
【００４３】
　第一段階の演出において、変動する複数の予告画像２０がいずれかの予告画像２０で停
止せず、これらが一体となって表示画面を横断した後、第二段階の演出（エピソード２の
動画の表示）が実行される（図５（ｆ）参照）。第二段階の演出が実行されている際、再
び複数の予告画像２０が変動表示される（図５（ｇ）（ｈ）、図６（ａ）参照）。ここで
、第二段階の演出が実行されている際に表示される複数の予告画像２０の少なくとも一部
は、第一段階の演出が実行されている際に表示される複数の予告画像２０と異なる。つま
り、本実施形態では、ある段階の演出から、次段階の演出に進行した場合、複数の予告画
像２０の組み合わせが異なるものとなる。
【００４４】
　ある段階（Ｙ段階（Ｙは０を除く正の自然数（１、２、３・・・）。以下同じ））の演
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出が実行されているときに変動表示される複数の予告画像２０と、次段階（Ｙ＋１段階）
の演出が実行されているときに変動表示される複数の予告画像２０とは、その一部が異な
るものとなるようにしてもよいし、その全部が異なるものとしてもよい。
【００４５】
　そして、ある段階の演出中に表示されていた予告画像２０から変化して次段階の演出に
おいて異なるものとなった予告画像２０のうちの少なくとも一つは、異なるものに変化す
る前よりも当否判定結果が大当たりとなる蓋然性が高まる演出の進行を示唆する画像とな
る。例えば、図９に示すように、Ｙ段階の演出中に予告画像２０としてスーパーリーチ演
出Ａ１、スーパーリーチ演出Ａ２、スーパーリーチ演出Ａ３、スーパーリーチ演出Ａ４が
変動表示されていた場合、Ｙ＋１段階の演出においてその少なくとも一部がスーパーリー
チ演出Ｂ１～Ｂ４やスーパーリーチ演出Ｃ１～Ｃ４のいずれかに変化するようにすればよ
い。
【００４６】
　Ｙ段階の演出中に表示されていた複数の予告画像２０の全部が、Ｙ＋１段階の演出にお
いて異なるものとなる場合、異なるものとなった予告画像２０の全部が、異なるものに変
化する前よりも当否判定結果が大当たりとなる蓋然性が高まる演出の進行を示唆する画像
となることがあるようにしてもよい。例えば、図１０に示すように、Ｙ段階の演出中に予
告画像２０としてスーパーリーチ演出Ｂ１、スーパーリーチ演出Ｂ２、スーパーリーチ演
出Ｂ３、スーパーリーチ演出Ｂ４が変動表示されていた場合、Ｙ＋１段階の演出中の予告
画像２０の全部がスーパーリーチ演出Ｃ１～Ｃ４に変化するようにすればよい。
【００４７】
　また、上述したように、複数の予告画像２０に含まれる「ステップアップ演出の今後の
進行の程度を示唆する」予告画像２０の存在は、次段階の演出に進行する蓋然性（確率）
を高めるものであるから、「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する
」画像よりも「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」画像の方が遊技者に
とって高価値である（大当たり期待度が高い）設定とすることができる。なお、その価値
は、演出の段階に応じて変化するように（例えば演出の段階が低ければ低いほど価値が高
くなるように）設定してもよい。このように「ステップアップ演出終了後に移行する演出
の内容を示唆する」画像よりも「ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する」画
像の方が遊技者にとって高価値である場合、図１１に示すように、「ステップアップ演出
終了後に移行する演出の内容を示唆する」画像が、「ステップアップ演出の今後の進行の
程度を示唆する」画像に変化してもよい。同様に、「ステップアップ演出終了後に移行す
る演出の内容を示唆する」画像が、「激熱」「確定」といった遊技者にとってより高価値
であるその他の種類の予告画像２０（大当たり期待度が高い予告画像２０）に変化しても
よい。また、ある段階で表示される複数の予告画像２０のうち「ステップアップ演出の今
後の進行の程度を示唆する」画像の数の方が「ステップアップ演出終了後に移行する演出
の内容を示唆する」画像よりも多い方が大当たりとなる蓋然性が高くなるように設定して
もよい。
【００４８】
　第一段階の演出と同様に、第二段階の演出において、変動する複数の予告画像２０がい
ずれかの予告画像２０で停止した場合には、変動中の識別図柄４０もリーチ組合せ（ぞろ
目の１つ前の状態）となり、その予告画像２０が示す内容の演出に進行する。一方、第二
段階の演出において、変動する複数の予告画像２０がいずれかの予告画像２０で停止せず
、これらが一体となって表示画面を横断した場合には、その後第三段階の演出（エピソー
ド３の動画の表示）が実行される（図６（ｂ）参照）。本実施形態にかかるステップアッ
プ演出は、最大四段階目の演出まで進行する可能性がある。つまり、第一段階～第三段階
目の演出において、変動する複数の予告画像２０がいずれかの予告画像２０で停止しなか
った場合には、第四段階の演出が実行され（図６（ｃ）参照）、当該第四段階の演出にお
いて変動表示された予告画像２０がいずれかの画像で停止し（図６（ｄ）（ｅ）参照）、
変動中の識別図柄４０もリーチ組合せ（ぞろ目の１つ前の状態）となり、その予告画像２
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０が示す内容の演出に進行することとなる（図６（ｆ）参照）。上述したように、本実施
形態では、演出が進行すればするほど、各段階で表示される予告画像２０の組み合わせは
変化し、少なくとも一部が大当たりの蓋然性が高まるものに変化するのであるから、遊技
者は演出が進行することを願いつつ、さらには変動表示されている予告画像２０内で大当
たり期待度の高いスーパーリーチ演出に移行することを示す予告画像２０が表示された場
合には、当該予告画像２０が停止することを願いつつ演出を見守ることとなる。
【００４９】
　以上説明した本実施形態にかかる遊技機１（ステップアップ演出）によれば、次のよう
な作用効果が奏される。
【００５０】
　本実施形態にかかる遊技機１のステップアップ演出では、その後の演出の進行を示唆す
る複数の予告画像２０が変動表示され、当該複数の予告画像２０がいずれかの予告画像２
０で停止しなかった場合に、次段階の演出に進行する。つまり、いずれかの予告画像２０
が停止するのではないかという点に注目させつつ、いずれの予告画像２０も停止せずに演
出が次の段階に進行することに期待を抱かせる趣向性の高い演出とすることが可能である
。
【００５１】
　また、複数の予告画像２０は、「ステップアップ演出の進行の程度を示唆する」もの、
「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆する」ものを含む。そのため、
複数の予告画像２０によってステップアップ演出の進行の程度やステップアップ演出終了
後に移行する演出について期待を持たせる演出とすることが可能である。本実施形態にか
かる遊技機１のように、複数の予告画像２０が、「ステップアップ演出の進行の程度を示
唆する」もの、「ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆するもの」の両
方を含んでいれば、現在実行されているステップアップ演出の進行と、現在実行されてい
るステップアップ演出終了後の演出の内容という、種類の異なる示唆を含む画像が変動表
示されるものとなるから、さらに演出の趣向性を向上させることが可能である。
【００５２】
　また、複数の予告画像２０に含まれる「ステップアップ演出の進行の程度を示唆する」
ものの数が多いときほど、次段階の演出に進行する蓋然性が高まるように設定されている
ため、複数の予告画像２０に含まれる画像の内容に対する遊技者の注目をさらに高めるこ
とが可能である。特に、本実施形態では、停止しそうになる予告画像２０が「ステップア
ップ演出の進行の程度を示唆する」ものであれば、演出が次段階に進行するように構成さ
れているから、どの予告画像２０が停止するかということに対する遊技者の注目と、次段
階の演出に進行するかどうかということに対する遊技者の注目をリンクさせた趣向性の高
い演出とすることが可能である。
【００５３】
　そして、「ステップアップ演出の進行の程度を示唆する」予告画像２０として、少なく
とも次段階の演出に進行することを示唆する「ＮＥＸＴ」と、少なくとも二段階先以降の
演出に進行することを示唆するもの「ＮＥＸＴ＋」が設けられている。つまり、「ステッ
プアップ演出の進行の程度を示唆する」予告画像２０の具体的な内容にも遊技者の注目を
惹きつける構成とすることが可能である。
【００５４】
　また、複数の予告画像２０の変動方向（本実施形態では横方向）とこれらが一体的に移
動する方向（本実施形態では上下方向）が異なる方向に沿い、次段階の演出に進行する場
合に当該一体的に移動する複数の予告画像２０が表示装置１０の表示画面を横断する（本
実施形態では上下方向に横断する）ように設定されているため、いずれか予告画像２０が
停止するのではないか（どの予告画像２０が停止するのか）という点に着目した場合の遊
技者の視点と、いずれの予告画像２０も停止しないこと（演出が次段階に進行すること）
を願う場合の遊技者の視点とが異なるものとなるから、演出の趣向性をさらに高めること
が可能である。
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【００５５】
　また、複数の予告画像２０が変動表示される方向（スクロール方向）が所定の方向の反
対方向に向かって変動表示された場合の方が、所定の方向に向かって変動表示された場合
よりも次段階の演出に進行する蓋然性が高まるように設定されているため、遊技者は複数
の予告画像２０の変動方向にも着目することとなり、演出の趣向性をさらに高めることが
可能である。
【００５６】
　また、ある段階の演出から次段階の演出に進行したとき、当該次段階の演出中に表示さ
れる複数の予告画像２０の組み合わせがある段階（前段階）の演出中に変動表示された複
数の予告画像２０の組み合わせと異なるものとなるため、演出が進行したことに対する期
待だけでなく、予告画像２０の種類の変化にも期待がもてる演出とすることが可能である
。
【００５７】
　また、ある段階の演出から次段階の演出に進行した上で異なるものとなった予告画像２
０のうちの少なくとも一つは、異なるものに変化する前よりも当否判定結果が当たりとな
る蓋然性が高まるものとなるようにすれば、演出が進行したときにおける予告画像２０の
種類の変化に対する期待をさらに高めることが可能である。上述したように、異なるもの
に変化した予告画像２０の全部が、異なるものに変化する前よりも当否判定結果が当たり
となる蓋然性が高まるものとなるようにし、当該期待をさらに高めるように構成してもよ
い。
【００５８】
　以上、本発明の実施の形態について詳細に説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら
限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
【００５９】
　上記ステップアップ演出は、複数段階に区切られたストーリーが段階的に進行していく
ものであることを説明したが、ステップアップする対象として複数段階の演出が設定され
たものであれば、その内容はどのようなものであってもよい。例えば、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３
、Ｓ４の順で進行していくストーリーを用い、第一段階の演出がＳ１、第二段階の演出が
Ｓ１とＳ２、第三段階の演出がＳ１とＳ２とＳ３・・・というように、各段階においてス
トーリーが最初から開始される構成としてもよい。また、各段階の演出が毎回異なる（そ
の都度演出の内容が決定される）ものであってもよい。
【００６０】
　また、上記ステップアップ演出は、ある一つの当否判定結果を報知するに際して実行さ
れるものであることを説明したが、ある当否判定結果を報知するに際し、それより前の当
否判定結果を報知するための演出を利用して実行されるようにしてもよい（いわゆる保留
跨ぎのステップアップ演出に適用してもよい）。この場合、演出の段階が進行すればする
ほど、ステップアップ演出に利用する最後の保留に対応する当否判定結果が大当たりとな
る蓋然性が高まる構成となる。
【００６１】
　また、上記実施形態では、ある段階の演出において変動表示される複数の予告画像２０
がいずれかの予告画像２０で停止しない場合に次段階の演出に進行することを説明したが
、ここでいう停止は、確定的に停止することをいい、一旦停止（仮停止）した後、再び変
動を開始するような場合における当該「一旦停止（仮停止）」は停止に含まれないものと
する。そのため特に「ステップアップ演出の進行の程度を示唆する」予告画像であれば一
次的に停止してから次段階に進行するように制御してよいとする。
【００６２】
　また、例えば各段階の演出において変動表示される複数の予告画像２０の数を、当否判
定結果を踏まえて抽選により決定する手段を備え、変動表示される予告画像２０の数（多
少）に応じて大当たりとなる蓋然性（大当たり期待度）が異なるように設定してもよい。
さらに、変動表示される複数の予告画像２０の数の抽選を演出の段階毎に行い、段階に応
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じて大当たりとなる蓋然性（大当たり期待度）を異ならせてもよい。このようにすること
で、予告画像２０の内容や数と、演出の進行度合いをリンクさせた趣向性の高い演出する
ことが可能である。
【００６３】
　また、各段階の演出において表示される複数の予告画像２０は順次変動表示される（ス
クロールする）ことを説明したが、全ての複数の予告画像２０を表示（紹介）してから再
び順次予告画像２０を表示してもよいとする。つまり、複数の予告画像２０を表示（紹介
）は複数回行ってもよい（例えば、複数回転スクロールするような表示態様としてもよい
）。
　上記実施形態から得られる具体的手段（遊技機）を以下に列挙する。
　手段１の発明にかかる遊技機は、複数段階に設定された演出の進行の程度により、当否
判定結果を示唆するステップアップ演出が表示装置において実行される遊技機であって、
前記ステップアップ演出では、ある段階の演出中に、その後の演出の進行を示唆する表示
がそれぞれになされた複数の予告画像が変動表示され、前記ある段階の演出から次段階の
演出に進行したとき、当該次段階の演出中に表示される複数の予告画像の組み合わせが前
記ある段階の演出中に変動表示された複数の予告画像の組み合わせと異なるものとなるこ
とを特徴とする。
　手段２に記載の発明は、手段１に記載の遊技機において、前記ある段階の演出中に表示
されていた複数の予告画像のうちの少なくとも一部が、前記次段階の演出中に表示される
複数の予告画像のうちの少なくとも一部と異なるものとなったとき、当該異なるものとな
った予告画像のうちの少なくとも一つは、異なるものに変化する前よりも当否判定結果が
当たりとなる蓋然性が高まる演出の進行を示唆するものであることを特徴とする。
　手段３に記載の発明は、手段１に記載の遊技機において、前記次段階の演出中に表示さ
れる複数の予告画像の全部が、前記ある段階の演出中に表示されていた複数の予告画像と
異なるものとなったとき、当該異なるものとなった予告画像の全部が、異なるものに変化
する前よりも当否判定結果が当たりとなる蓋然性が高まる演出の進行を示唆するものであ
ることを特徴とする。
　手段４に記載の発明は、手段１から手段３のいずれかに記載の遊技機に　おいて、前記
複数の予告画像は、前記ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆するもの、または
前記ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆するものの少なくともいずれ
かを含むことを特徴とする。
　手段５に記載の発明は、手段４に記載の遊技機において、前記ステップアップ演出の今
後の進行の程度を示唆する予告画像として、次段階の演出に進行することを示唆するもの
、および二段階先以降の演出に進行することを示唆するものが設定されていることを特徴
とする。
　手段６に記載の発明は、手段１から手段５のいずれかに記載の遊技機において、前記複
数の予告画像が変動表示される態様として、当該複数の予告画像が所定の方向に向かって
変動表示される態様と、当該複数の予告画像が前記所定の方向の反対方向に向かって変動
表示される態様と、が設定され、前記複数の予告画像が前記所定の方向の反対方向に向か
って変動表示された場合の方が、前記複数の予告画像が前記所定の方向に向かって変動表
示された場合よりも、当否判定結果が当たりとなる蓋然性が高まるように設定されている
ことを特徴とする。
　手段１に記載の発明のように、次段階の演出に進行したとき、当該次段階の演出中に表
示される複数の予告画像の組み合わせがある段階（前段階）の演出中に変動表示された複
数の予告画像の組み合わせと異なるものとなるようにすれば、演出が進行したことに対す
る期待だけでなく、予告画像の種類の変化にも期待がもてる演出とすることが可能である
。
　手段２に記載の発明のように、次段階の演出に進行した上で異なるものとなった予告画
像のうちの少なくとも一つは、異なるものに変化する前よりも当否判定結果が当たりとな
る蓋然性が高まるものとなるようにすれば、演出が進行したときにおける予告画像の種類
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なるものに変化した予告画像の全部が、異なるものに変化する前よりも当否判定結果が当
たりとなる蓋然性が高まるものとなるようにし、当該期待をさらに高めるように構成して
もよい。
　手段４に記載の発明のように、複数の予告画像がステップアップ演出の進行の程度を示
唆するもの、ステップアップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆するものの少なくと
もいずれかを含むようにすれば、複数の予告画像によってステップアップ演出の進行の程
度やステップアップ演出終了後に移行する演出について期待を持たせる演出とすることが
可能である。
　この場合、複数の画像がステップアップ演出の進行の程度を示唆するもの、ステップア
ップ演出終了後に移行する演出の内容を示唆するものの両方を含んでいれば、現在実行さ
れているステップアップ演出の進行と、現在実行されているステップアップ演出終了後の
演出の内容という、種類の異なる示唆を含む画像が変動表示されるものとなるから、さら
に演出の趣向性を向上させることが可能である。
　手段５に記載の発明のように、ステップアップ演出の今後の進行の程度を示唆する予告
画像として、次段階の演出に進行することを示唆するものだけでなく、二段階先以降の演
出に進行することを示唆するものが設定されていれば、次段階の演出に進行するだけでな
く、二段階先以降の演出に進行することに期待を抱かせる趣向性の高い演出とすることが
可能である。
　手段６に記載の発明のように、複数の予告画像が所定の方向の反対方向に向かって変動
表示された場合の方が、所定の方向に向かって変動表示された場合よりも当たりとなる蓋
然性が高まるように設定されていれば、遊技者は複数の予告画像の変動方向にも着目する
こととなるため、演出の趣向性をさらに高めることが可能である。
【符号の説明】
【００６４】
１　遊技機
１０　表示装置
２０　予告画像
３０　枠画像
４０　識別図柄
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